
「学生の学びを止めないための体制整備」オンラインセミナー

学生の学びを止めるな!
遠隔授業実施の為の体制整備インタビュー

3月時点で manaba ＋ zoom の授業を決定

　山梨学院大学では5学部約4,000名の学生が学んでいます。この
うち約1,200名がアスリート生、留学生が430名という構成になって
います。また、教員は専任が151名、非常勤が101名おります。
　コロナウイルス感染拡大を受けて、2020年3月に前期授業の原則
オンライン化と、 manabaでの対応可能性を確認しました。大学設置
基準のいわゆる「メディア授業告示」に基づき検証し、manabaを出席
管理・課題提供・課題提出管理・学生相互の意見交換のポータルとし
て使えば、通知の条件を満たすことができると判断しました。また、同
時双方向授業には標準でzoomを使うこととし、オンデマンド授業では、
教員の裁量でOneDriveやYouTubeも併用することを決めました。
　全面的なオンライン授業にあたり、学習・教育開発（LED）センター
が manaba のFDを行い、zoomに関しては情報基盤センターがFD
を行うという役割分担を決めました。

シラバスの改定、 manaba ・ zoomのFD実施

　4月に入り、オンライン授業実施に向けての具体的な作業を始めま
した。まず実施したのが全教員を対象としたオンライン授業計画の調
査です。 manaba 、zoomが使えるのか、授業は同時双方向（リアル
タイム）、オンデマンドのどちらで行うのか、ツールは何を使うのか、
などです。
　一部、オンライン授業ができない授業もありましたので、それらに関
しては許可制で対面授業を実施することとしました。
　また、学生のPCやネットワーク環境についても調査を行いました。
　これらの結果を集約し、各先生方には実施形態に合わせてシラバス
の修正をお願いしました。これは、学生が科目選択するにあたって、授
業形態（双方向、オンデマンドなど）を考慮したうえで選択できるよう
に配慮したものです。
　さらに、不慣れな教員に対する manaba 、zoomのFDを実施しま
した。 manaba に関しては4月中に全10回を実施し、延べ80名の教
員が参加しました。教員のレベルに合わせて、基本機能から教えたり、
PowerPointのスライドショーのビデオ化、アップするファイルの軽量
化などを教えていきました。zoomのFDは、4月前後に13回実施し、
こちらは延べ58名が参加しました。実際に教員同士で使いあう研修
を行ったところ、のちに教員たちが自分たちで使い方の動画を作成し、
教え合うという動きが出てきて、これは大変評価しています。

学生への対応・情報の集約

　学生に対しては、一括した情報提供ができるように manaba に
「学生向け情報共有ポータル」コースを新設し、掲示板からの質問を受
け付けるようにしました。掲示板の活用により、同種の質問が減り、

教職員の負担を減らすことができました。
　新入生に対しては学生証を郵送する際に、 manaba への登録方法
を記載した資料を一緒に送ることで manaba に誘導。電子化を進め
ていたオリエンテーション資料を manaba にもアップすることで利便
性を高めました。
　また、事前調査に基づき、自宅でオンライン授業を受ける環境が整
わない学生に対して、PC機器等の貸出や、大学のPCルームなどの開
放を実施しています。
　教員側の情報も「教員向け情報公開ポータル」に集約することで、
専任・非常勤に関わらず、ポータルを見ればわかるという形にしました。

前期を終えての振り返り

　前期授業終了後、教員・学生双方に調査を実施しました。
manaba を使う学部（1学部だけ別のLMS）の専任・非常勤の教員
210名には、利用メディアを軸とした調査をしました。
　実際に授業で manaba を使ったと回答したのが88%、zoomを
使ったと回答したのが74%、YouTubeなどの外部の動画サイトを
使ったのが16%、LINEやSlackを使った教員も3割ほどいました。
　また、通常授業再開後のオンライン授業の実施や manaba 活用に
ついて聞いてみたところ、約6割の教員がオンライン授業を行う可能
性があると回答し、 manaba に関しては8割の教員が利用して行こう
と考えていることがわかりました。
　学生には、「学習アンケート」という形で調査しました。
　「課題の指示の明確さ」という問いに対しては約7割の学生が明確
であったと答えていますが、アスリート生に絞ってみるとその数字は
下回っていました。同様に「課題の提出率」もアスリート生や留学生は
低い数字が出ています。これに対し「教員からの応答」や「大学からの

サポート」「自習／オンデマンドのサポート」に関しては、一般学生より
留学生の評価が高くなっていました。

後期授業、ポストコロナに向けて

　これらの調査を受けて、後期、その先のポストコロナ時代の授業の
あり方についても検討を始めています。
　とある先生が、アンケートの自由記入欄にこんなことを書いてくれ
ました。
●通常授業に比べ昨年比1.5倍の履修登録者があった。教室の収容
定員を上回る人数であった。これが対面授業であれば授業に支障
が出たと思われる。

●最終講義回終了後にアンケートを実施したところ、「自分のペース
で学習できる」「繰り返し学習ができる」「自己管理能力が向上する」
などの回答があった。特に成績評価の高い学生ほど満足が高かっ
た半面、成績評価の低い学生は満足度が低く、また単位が取得でき
ない学生も昨年と比べ増えている（2019年：10.1%→2020年：
14.3％）。このことから、自己管理型のオンライン授業に適応でき
ない層が一定数いることがわかる。

　このようなことから、今後授業計画やカリキュラム計画で、オンライ
ン授業に適応できない層に対して、どう対策をしていくのか、という点
が課題である、という認識を持ちました。
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大学では、教育改革の推進機関となる学習・教育
開発（ＬＥＤ）センターの初代センター長を務め、
manaba の導入も果たした。

 ：オンライン授業を始めるにあたり、実に丁寧に準備をさ
れたと感じました。その中でシラバスを書き換えたというお話でし
たが、新しいシラバスは学生に提示したのでしょうか。

 ：提示しました。学生が履修選択する際の目安になるよう
に、授業環境（オンラインのやり方など）や課題内容をすべて書く
ようにして公開しました。

 ：アンケートで留学生がサポートに関して高い満足度を
持っていたようですが、この理由として何が考えられますか。

 ：チャットや掲示板で質問するようになって、質問に対する
言葉の壁が低くなったためだと考えています。対面で授業の時に
質問する場合は会話で、となりますが、ネット経由であれば焦らず
書けますし、翻訳ツールなども使えるので、対面より深い質問がで
きたからでは、と見ています。

 ：オンライン授業に対する満足度と成績の因果関係につ
いてのお話がありましたが、丸山先生はどう考えられますか。

 ：個人的な意見になりますが、学習意欲が高い人向けに、
さらにレベルが高い授業をオンデマンドで実施することはいいこと
ではないかと感じました。

 ：参加者からの質問を取り上げてみます。対面授業だと
その場で間違いを指摘し、修正できますが、オンライン授業ではど
のようにされていますか。

 ：先生によってやり方も違うと思いますので個人的な話に
なりますが、オンデマンド授業用に録画した講義で、間違えではな
いけれど、微妙に違うとか、しゃべり間違えたことに後で気づいたと
きは、 manaba の掲示板やコンテンツなどで訂正やフォローを行
いました。ツールをうまく使えば、できると思います。

 ：大人数の授業における評価やフォローについてアイディ
アはありますか。

 ： manaba の小テストの活用は効果的だと思います。問
題をランダムに出題するドリル機能を使って、学習意欲を盛り立て
たり、小テストの自動採点機能は、採点の手間を省くことができる
と思います。

 ：オンライン授業における成績評価はどうされましたか。

 ：テストは実施できないので、先生方には日々の授業で評
価ができるような教育を行うよう伝えました。また、記述式の課題
に関しては「欠かすことのできない」キーワードがきちんと使われ
ているかをチェックして評価をする先生もいました。

 ：今後、オンラインと対面を併用していくにあたり、教員
個々のやり方でなく、共通のカリキュラムにしていくことが大切か
と思います、今後どうしていこうとお考えですか。

 ：今、カリキュラム全体を見直しています。例えばICT教
育の更なる充実が必要だと思います。今回の結果をどう生かして
いくかは今後の検討課題と考えています。
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